
 
 

         

「
み
つ
は
し
書
店
」 

          



 
 

人 

物 

 

三
橋
亮
（
３
８
）
書
店
の
主 

三
橋
茜
音
（
３
７
）
三
橋
の
妻
、
看
護
師 

篠
塚
蓮
（
１
７
）
書
店
の
常
連
客
、
三
橋
の
友
人 

 

酒
井
陽
介
（
３
９
）
三
橋
の
親
友 

小
木
進
（
７
８
）
客 
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〇
東
京
都
・
小
平
市
・
全
景
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
・
東
京
都
・
小
平
市 

 
 

 

桜
が
咲
き
始
め
て
い
る
。 

 
〇
同
・
ア
パ
ー
ト
・
外
観
（
朝
） 

 
 

 

３
階
建
て
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ア
パ
ー
ト
。 

 

〇
同
・
三
橋
家
・
ド
ア
外
（
朝
） 

 
 

 

『
３
０
８
三
橋
』
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

シ
ッ
ク
で
整
頓
さ
れ
て
い
る
部
屋
。 

対
面
式
の
カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
。 

キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
あ
る
卓
上
カ

レ
ン
ダ
ー
は
『
３
月

』
。 

 
 

 

畳
の
部
屋
が
隣
に
あ
る
。 

 

〇
同
・
畳
の
部
屋
・
中
（
朝
） 

 
 

 

仏
壇
が
置
い
て
あ
る
。 

 
 

 

三
橋
拡
と
三
橋
春
子
の
笑
顔
の
遺
影
。 
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お
位
碑
に
は
『
三
橋
拡 

享
年
五
十
五 

二

〇
一
〇
年
三
月
二
〇
日
』
『
三
橋
春
子 

享

年
五
十
四 

二
〇
一
〇
年
三
月
二
〇
日
』
の

文
字
。 

隣
に
は
み
つ
は
し
書
店
の
前
で
撮
影
さ
れ
た

若
い
頃
の
三
橋
拡
と
三
橋
春
子
の
笑
顔
の
写

真
が
置
い
て
あ
る
。 

 
 

 

三
橋
亮
（
３
８
）
が
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
。 

浮
か
な
い
表
情
で
仏
壇
の
前
を
離
れ
る
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
ぼ
ん
や
り
し 

 
 

 

 
 

 

て
い
る
三
橋
。 

茜
音
の
声
「
た
だ
い
ま
～
」 

 
 

 

三
橋
茜
音
（
３
７
）
が
欠
伸
を
し
な
が
ら
入

っ
て
来
る
。 

 
 

 

三
橋
は
茜
音
の
顔
を
見
る
。 

三
橋
「
お
帰
り
、
夜
勤
お
疲
れ
様
」 

茜
音
「
あ
り
が
と
～
」 

三
橋
「
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
？
」 
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茜
音
「
飲
む
～
」 

三
橋
「
じ
ゃ
あ
淹
れ
る
ね
」 

茜
音
「
助
か
る
～
」 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
に
腰
を
下
ろ
す
茜
音
。 

茜
音
「
と
こ
ろ
で
さ
～
先
月
の
売
り
上
げ
は
ど
う
だ 

っ
た
の
？
」 

 
 

 
 

〇
同
・
キ
ッ
チ
ン
・
中
（
朝
） 

 
 

 

綺
麗
に
整
頓
さ
れ
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
台
。 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
を
操
作
し
て
い
る
三
橋
。 

三
橋
「
な
か
な
か
伸
び
な
く
て…

…

」 

 
 

 
 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
で
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
な
が
ら
、
た

め
息
を
つ
く
茜
音
。 

茜
音
「
そ
ん
な
ん
で
続
け
ら
れ
る
の
？
」 

 

〇
同
・
キ
ッ
チ
ン
・
中
（
朝
） 

 
 

 

洗
い
物
を
し
て
い
る
三
橋
。 

三
橋
「
大
丈
夫
だ
よ
。
常
連
の
お
客
さ
ん
は
い
る
し
」 
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コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
が
音
を
鳴
ら
し
て
い
る
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

ぼ
ん
や
り
と
ス
マ
ホ
を
眺
め
て
い
る
茜
音
。 

茜
音
「
何
と
か
な
っ
て
な
い
か
ら
今
の
状
況
が
あ
る 

ん
で
し
ょ
」 

 
 

 

キ
ッ
チ
ン
か
ら
出
て
来
る
三
橋
。 

 
 

 

手
に
は
マ
グ
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
。 

三
橋
「
で
も
、
常
連
さ
ん
や
街
の
人
た
ち
の
為
に
も 

出
来
る
限
り
続
け
た
い
ん
だ
」 

 
 

 

マ
グ
カ
ッ
プ
を
茜
音
の
前
に
置
く
。 

茜
音
「
綺
麗
事
ば
っ
か
言
っ
て
」 

三
橋
「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
」 

 
 

 

三
橋
の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
茜
音
。 

茜
音
「
年
下
で
本
読
ん
で
る
人
な
ん
て
い
な
い
よ
」 

三
橋

「
そ
れ

は
さ
す

が
に
主
語

デ
カ
す

ぎ
だ
よ

」 

茜
音

「
デ
カ
く
な

い

っ
て

。
私

の
看
護
師

の
収
入

だ 

 

け

じ

ゃ
限
界
あ

る
か
ら
ね
？

」 

三
橋

「
分

か

っ
て
る

。
申

し
訳
な

い

っ
て
思

っ
て
る 

 

よ

。
で
も…

…

」 
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茜
音

「
あ
ー
も
う
朝

か
ら
う

じ
う

じ
と
～
少

し

で
も 

 

儲
け
る
努
力

し

て
よ
ね

」 

 
 

 

茜
音

は
呆

れ
顔

で
そ

っ
ぽ
を
向
く

。 

三
橋

「
ご
め

ん

、
仕
事
行

っ
て
来
ま
す

」 

 
 

リ
ビ
ン
グ
を
出
て
行
く
三
橋
。 

 

〇
小
平
市
・
学
園
一
番
街
（
朝
） 

 
 

 

Ｔ
・
小
平
市 

 
 

 

駅
の
す
ぐ
傍
に
あ
る
商
店
街
。 

街
灯
の
柱
に
『
学
園
一
番
街
』
の
看
板
。 

 
 

 

居
酒
屋
、
薬
局
、
衣
料
品
店
な
ど
様
々
な
店

が
立
ち
並
ん
で
い
る
。 

閉
店
し
て
い
る
お
店
も
所
々
に
あ
る
。 

ぼ
ん
や
り
し
た
表
情
で
歩
い
て
い
る
三
橋
。 

反
対
側
か
ら
浮
か
な
い
表
情
で
歩
い
て
く
る

制
服
姿
の
篠
塚
蓮
（
１
７

）
。 

立
ち
止
ま
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
あ
、
三
橋
さ
ん
」 

 
 

 

笑
顔
で
立
ち
止
ま
る
三
橋
。 

三
橋
「
あ
ぁ
、
蓮
く
ん
。
お
は
よ
う
」 
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篠
塚
「
お
は
よ
～
」 

三
橋
「
今
日
も
来
る
？
」 

篠
塚
「
も
ち
ろ
ん
行
く
！
」 

三
橋
「
じ
ゃ
あ
待
っ
て
る
ね
」 

篠
塚
「
う
ん
」 

 
 

 

嬉
し
そ
う
に
笑
い
駅
へ
歩
い
て
行
く
篠
塚
。 

手
を
振
り
前
へ
歩
い
て
い
く
三
橋
。 

三
橋
「
は
ぁ
」 

 
 

 

小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

 

〇
同
・
線
路
（
朝
） 

 
 

 

四
両
編
成
の
赤
い
電
車
が
走
っ
て
い
く
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
観
（
朝
） 

 
 

 

屋
根
の
上
に
『
み
つ
は
し
書
店
』
の
看
板
。 

 
 

 

商
店
街
の
一
番
奥
に
あ
る
小
さ
な
書
店
。 

 
 

 
 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
い
る
店
内
。 
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三
橋
は
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
置
い
て
あ
る

立
て
看
板
を
持
ち
外
へ
出
る
。 

 

〇
同
・
外
（
朝
） 

 
 

 
『
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
立
て
看 

 
 

 
 

 
 

 

板
を
入
り
口
前
に
置
く
三
橋
。 

 

〇
学
園
一
番
街
（
朝
） 

行
き
交
う
人
々
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内 

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
ぼ
ん
や
り
外
を
眺
め

て
い
る
三
橋
。 

三
橋
は
レ
ジ
台
の
横
に
あ
る
引
き
出
し
か
ら

バ
イ
ン
ダ
ー
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
出
し
開
く
。 

『
３
月
の
売
り
上
げ
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る

書
類
を
眺
め
る
。 

隣
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
２
月
の
売
り
上
げ
』 

 
 

 

に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

頭
を
抱
え
唸
る
三
橋
。 
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〇
学
園
一
番
街 

酒
井
陽
介
（
３
９
）
が
み
つ
は
し
書
店
へ
向

か
っ
て
歩
い
て
い
る
。 

 
〇
み
つ
は
し
書
店
・
外 

 
 

 

店
内
に
向
か
っ
て
手
を
振
っ
て
い
る
酒
井
。 

 

〇
同
・
店
内 

 
 

 

ド
ア
の
外
に
い
る
酒
井
に
気
づ
く
三
橋
。 

三
橋
「
陽
介
？
」 

 
 

 

店
内
へ
入
っ
て
来
る
酒
井
。 

酒
井
「
よ
っ
！
」 

 
 

 

右
手
を
上
げ
て
笑
顔
の
酒
井
。 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
出
て
来
る
三
橋
。 

三
橋
「
ど
う
し
た
？ 

仕
事
は
？
」 

酒
井
「
こ
れ
も
仕
事
の
一
環
～
」 

三
橋
「
は
ぁ
？
」 

酒
井
「
い
や
真
面
目
な
話
。
今
、
時
間
平
気
か
？
」 

三
橋
「
う
ち
は
い
つ
で
も
暇
で
す
か
ら
」 

酒
井
「
お
い
お
い
大
丈
夫
か
よ
」 
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三
橋
「
ご
め
ん
、
そ
れ
で
話
っ
て
？
」 

酒
井
「
あ
の
さ
、
一
つ
提
案
が
あ
っ
て
」 

 
 

 

酒
井
は
バ
ッ
グ
か
ら
一
枚
の
企
画
書
を
取
り

出
す
。 

三
橋
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
企
画
？
」 

酒
井
「
そ
う
。
俺
さ
バ
リ
ス
タ
や
っ
て
る
じ
ゃ
ん
？
」 

三
橋
「
う
ん
。
陽
介
の
淹
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
美
味
し
い 

 

よ
ね
」 

酒
井
「
サ
ン
キ
ュ
ー
そ
ん
で
さ
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の 

 

店
も
ち
て
ー
な
っ
て
思
っ
て
」 

三
橋
「
へ
ぇ
、
す
ご
い
な
！
」 

酒
井
「
で
も
一
人
じ
ゃ
不
案
だ
し
上
手
く
行
く
か
も 

わ
か
ん
ね
ー
し
」 

三
橋
「
そ
れ
で
俺
と
？
」 

酒
井
「
お
う
、
親
友
の
お
前
と
一
緒
に
こ
の
店
改 

し
て
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
出
来
た
ら
お
互
い
に
と
っ 

も
い
っ
か
な
ー
っ
て
思
っ
た
ん
だ
」 

 
 

俯
く
三
橋
。 

 
 

 

店
内
を
見
渡
す
酒
井
。 

酒
井
「
難
し
い
状
況
な
ん
だ
ろ
？ 

こ
の
前
ス
ー 
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パ
ー
で
茜
音
さ
ん
に
会
っ
た
時
ぼ
や
い
て
た
ぜ
」 

三
橋
「
そ
う
、
な
の
か
」 

酒
井
「
茜
音
さ
ん
の
為
に
も
さ
、
一
度
考
え
て
み
て 

 
く
れ
よ
」 

 
 

 
ニ
カ
ッ
と
笑
う
酒
井
。 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
、
少
し
考
え
て
み
る
よ
」 

酒
井
「
じ
ゃ
、
ま
た
連
絡
す
る
な
」 

 
 

 

手
を
振
り
店
を
出
て
行
く
酒
井
。 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
置
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
見

つ
め
る
三
橋
。 

三
橋
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
、
か
ぁ
」 

 
 

 

小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

 

〇
学
園
一
番
街
（
夕
） 

 
 

 

行
き
交
う
人
々
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

篠
塚
が
入
っ
て
来
る
。 

篠
塚
「
こ
ん
ば
ん
は
ー
」 

三
橋
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」 
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レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
手
を
あ
げ
て
会
釈
す 

 
 

 

る
三
橋
。 

篠
塚
「
お
客
さ
ん
来
た
？
」 

三
橋
「
蓮
く
ん
の
前
に
二
人
だ
け
」 

篠
塚
「
買
っ
て
く
れ
た
？
」 

三
橋
「
一
人
は
ね
～
」 

篠
塚
「
俺
が
言
う
の
も
な
ん
だ
け
ど
平
気
？
」 

 
 

 

心
配
そ
う
な
表
情
で
三
橋
を
見
る
篠
塚
。 

 
 

 

う
ー
ん
と
顎
に
指
を
当
て
る
三
橋
。 

篠
塚
「
三
橋
さ
ん
？
」 

三
橋
「
実
は
さ
っ
き
ね…

…

」 

 

〇
空
（
夕
） 

 
 

 

カ
ラ
ス
が
飛
ん
で
い
る
夕
焼
け
空
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
篠
塚
と
三
橋
。 

 
 

 

怪
訝
な
表
情
の
篠
塚
。 

篠
塚
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ…

…

？
」 

三
橋
「
う
ん
」 
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篠
塚
「
三
橋
さ
ん
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
好
き
な
の
？
」 

三
橋
「
い
や
行
っ
た
事
は
な
い
け
ど
。
今
人
気
な
ん 

 

だ
よ
ね
」 

篠
塚
「
俺
は
嫌
だ
な
ぁ
。
純
粋
な
本
屋
が
俺
は
好
き 

 

だ
よ
」 

 
 

 

し
ょ
ん
ぼ
り
と
俯
く
篠
塚
。 

三
橋
「
考
え
さ
せ
て
く
れ
と
し
か
返
事
し
て
な
い
か 

 

ら
！ 

俺
だ
っ
て
こ
の
ま
ま
が
い
い
し
」 

篠
塚
「
店
が
儲
か
れ
ば
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
に
な
ら
ず
に 

 

す
む
ん
だ
よ
ね
？
」 

三
橋
「
え
？ 

あ
、
う
ん
。
そ
う
だ
け
ど
」 

篠
塚
「
じ
ゃ
あ
俺
、
明
日
か
ら
協
力
す
る
よ
！
」 

三
橋
「
え
、
協
力
っ
て…
…

」 

 
 

 

立
ち
上
が
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
絶
対
な
く
さ
せ
な
い
か
ら
！ 

ま
た
明
日
！
」 

 
 

 

ス
タ
ス
タ
と
店
を
出
て
行
く
篠
塚
。 

 
 

 

茫
然
と
入
口
を
見
つ
め
て
い
る
三
橋
。 

三
橋
「
蓮
く
ん…

…

」 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 
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ソ
フ
ァ
ー
に
横
に
な
り
ス
マ
ホ
を
眺
め
て
い 

 
 

 

る
茜
音
。 

ピ
コ
ン
と
『
佳
織
』
か
ら
ラ
イ
ン
が
入
る
。 

茜
音
「
珍
し
い
、
な
ん
だ
ろ
？
」 

 
 

 
ト
ー
ク
画
面
を
開
く
と
『
子
ど
も
が
生
ま
れ 

 
 

 

ま
し
た
！
』
の
文
面
の
後
に
子
ど
も
の
写
真
。 

茜
音
「
わ
～
か
わ
い
い
！
」 

 
 

 

茜
音
は
、
返
信
を
打
つ
。 

 
 

 

『
お
め
で
と
う
～
！ 
か
わ
い
い
！
』 

 
 

 

既
読
マ
ー
ク
が
つ
き
、
あ
り
が
と
う
の
ス
タ 

 
 

 

ン
プ
が
入
る
。 

茜
音
「
良
い
な
ぁ
」 

 
 

 

ぽ
つ
り
と
呟
く
茜
音
。 

 
 

 

玄
関
の
鍵
が
開
く
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 

 

の
そ
の
そ
と
起
き
上
が
る
茜
音
。 

三
橋
の
声
「
た
だ
い
ま
～
」 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
へ
入
っ
て
来
る
三
橋
。 

 
 

 

茜
音
の
視
線
は
ス
マ
ホ
に
向
け
た
ま
ま
。 

茜
音
「
お
か
え
り
」 

 
 

 

三
橋
は
荷
物
を
置
き
椅
子
に
座
る
。 
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三
橋
「
今
日
さ
、
陽
介
が
店
に
来
た
ん
だ
よ
」 

茜
音
「
そ
う
な
ん
だ
」 

三
橋
「
陽
介
に
店
の
事
話
し
た
で
し
ょ
。
あ
ん
ま
外 

で
言
わ
な
い
で
よ
」 

茜
音
「
た
だ
の
世
間
話
よ
」 

 
 

 

不
満
そ
う
に
答
え
る
茜
音
。 

三
橋
「
陽
介
だ
っ
た
か
ら
ま
だ
良
い
け
ど
さ
」 

茜
音
「
そ
れ
で
、
酒
井
さ
ん
何
の
用
で
来
た
の
？
」 

 
 

 

茜
音
は
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
な
が
ら
聞
く
。 

三
橋
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
一
緒
に
や
ら
な
い
か
っ
て 

 

誘
わ
れ
た
ん
だ
」 

 
 

 

茜
音
は
バ
ッ
と
勢
い
よ
く
三
橋
を
見
る
。 

茜
音
「
も
ち
ろ
ん
賛
成
し
た
の
よ
ね
？
」 

三
橋
「
考
え
さ
せ
て
く
れ
っ
て
言
っ
た
」 

 
 

 

目
を
見
開
く
茜
音
。 

茜
音
「
何
で
よ
！ 

良
い
話
じ
ゃ
な
い
！
」 

三
橋
「
良
い
話
な
の
は
分
か
っ
て
る
よ
。
だ
け
ど
」 

茜
音
「
だ
け
ど
何
よ
？ 

せ
っ
か
く
親
友
が
誘
っ
て 

 

く
れ
て
い
る
の
よ
？
」 

三
橋
「
大
切
な
場
所
な
ん
だ
よ
。
そ
う
簡
単
に
改
造 
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な
ん
て
出
来
な
い
」 

茜
音
「
店
が
完
全
に
無
く
な
る
よ
り
良
い
じ
ゃ
な
い
」 

三
橋
「
無
く
な
る
っ
て
決
め
つ
け
な
い
で
よ
」 

茜
音
「
あ
ー
も
ー
友
達
は
皆
子
ど
も
出
来
た
り
旅
行 

 

行
っ
た
り
し
て
る
っ
て
の
に
う
ち
は
ど
う
し
て
こ 

 

う
な
の
よ
！
」 

三
橋
「
今
そ
れ
関
係
な
い
よ
な
」 

 
 

 

不
満
顔
な
三
橋
。 

茜
音
「
関
係
な
く
な
い
！ 
も
う
寝
る
っ
」 

 
 

 

茜
音
は
机
を
バ
ン
ッ
と
叩
き
リ
ビ
ン
グ
を
出 

 
 

 

て
行
く
。 

三
橋
「
何
な
ん
だ
よ
」 

 
 

 

小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
三
橋
。 

 

三
橋
「
茜
音
だ
っ
て
昔
は
本
屋
好
き
だ
っ
た
の
に
」 

 
 

 

俯
く
三
橋
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
（
朝
） 

 
 

 

『
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
』
の
立
て
看
板
。 

 
 

 
 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 
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笑
顔
で
入
っ
て
来
る
私
服
姿
の
篠
塚
。 

篠
塚
「
や
っ
ほ
～
お
は
よ
う
！
」 

三
橋
「
お
は
よ
～
」 

篠
塚
「
今
日
は
ね
と
あ
る
事
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と 

 

思
う
ん
だ
！
」 

三
橋
「
と
あ
る
事
？
」 

篠
塚
「
う
ん
、
ま
あ
見
て
て
よ
！
」 

 
 

 

に
っ
こ
り
と
微
笑
む
篠
塚
。 

 

〇
線
路
（
朝
） 

 
 

 

走
っ
て
い
く
四
両
編
成
の
黄
色
の
電
車
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
（
朝
） 

 
 

 

中
年
の
男
性
が
入
り
口
付
近
で
う
ろ
う
ろ
し

て
い
る
。 

 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

三
橋
と
篠
塚
は
外
に
い
る
男
性
に
気
づ
く
。 

 
 

 

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
昨
日
、
こ
の
店
に
ど
う
し
て
人
が
入
ら
な
い 
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か
考
え
て
み
た
ん
だ
」 

三
橋
「
う
、
う
ん
」 

篠
塚
「
人
が
少
な
く
て
入
り
に
く
い
ん
だ
と
思
う
」 

三
橋
「
な
、
な
る
ほ
ど
？
」 

篠
塚
「
一
人
で
も
お
客
さ
ん
い
る
っ
て
分
か
れ
ば
入 

っ
て
来
て
く
れ
る
と
思
う
よ
」 

 
 

 

微
笑
み
篠
塚
は
、
う
ろ
う
ろ
し
始
め
る
。 

入
り
口
付
近
の
棚
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
立

ち
読
み
し
て
い
る
篠
塚
。 

ド
ア
が
開
き
中
年
男
性
が
入
っ
て
来
る
。 

冷
静
に
お
辞
儀
を
す
る
三
橋
。 

三
橋
「
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～
」 

 
 

 

男
性
は
レ
ジ
と
は
反
対
側
の
棚
を
見
始
め
る
。 

 
 

 

立
ち
読
み
を
し
て
い
る
篠
塚
。 

 
 

男
性
が
手
に
分
厚
い
辞
書
を
一
つ
と
ケ
ー
ス 

 
 

 

に
入
っ
た
上
下
巻
セ
ッ
ト
の
本
を
レ
ジ
へ
持 

 
 

 

っ
て
来
る
。 

 
 

 

レ
ジ
台
に
置
か
れ
た
本
。 

 

〇
同
・
外
（
朝
） 
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紙
袋
を
手
に
持
ち
去
っ
て
い
く
男
性
。 

 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し 

 
 

 
て
い
る
三
橋
。 

三
橋
「
や
っ
た
～
！
」 

篠
塚
「
ね
、
俺
が
言
っ
た
通
り
で
し
ょ
！
」 

 
 

 

レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い 

 
 

 

る
篠
塚
。 

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
三
橋
と
篠
塚
。 

三
橋
「
入
り
に
く
い
っ
て
の
は
考
え
た
事
な
か
っ
た
」 

篠
塚
「
俺
は
さ
静
か
な
店
の
が
入
り
や
す
い
け
ど
逆 

の
人
も
い
る
か
も
な
っ
て
思
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら

今
日
は
俺
が
呼
び
込
み
と
か
色
々
し
て
み
る
よ
！
」 

三
橋
「
い
や
い
や
悪
い
よ
。
バ
イ
ト
代
も
払
え
な
い 

 

の
に
」 

 
 

 

ぶ
ん
ぶ
ん
と
手
を
横
に
振
る
三
橋
。 

 
 

 

真
剣
な
表
情
の
篠
塚
。 

篠
塚
「
お
金
な
ん
て
い
ら
な
い
か
ら
！ 

こ
こ
が
無 

 

く
な
る
の
が
一
番
困
る
ん
だ
よ
」 
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笑
っ
て
外
へ
出
る
篠
塚
。 

 
 

 

申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔
で
篠
塚
の
背
中
を
見 

 
 

 

つ
め
る
三
橋
。 

三
橋
「
俺
も
頑
張
ん
な
い
と
、
だ
よ
な
ぁ
」 

 
 

 
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
三
橋
。
ス
マ
ホ
の
ホ
ー

ム
画
面
。 

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
ア
プ
リ
ス
ト
ア
の
ア
イ

コ
ン
を
押
し
、
イ
ン
ス
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
。 

三
橋
「
今
は
や
っ
ぱ
こ
れ
な
ん
だ
ろ
う
な
」 

 
 

 

ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
画
面
。 

 
 

 

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
る
三
橋
。 

 

〇
同
・
外
（
朝
） 

 
 

 

呼
び
込
み
を
し
て
い
る
篠
塚
。 

 
 

 

老
夫
婦
が
店
へ
入
っ
て
来
る
。 

 

〇
同
・
店
内 

 
 

 

壁
掛
け
時
計
は
１
２
時
を
指
し
て
い
る
。 

 
 

 

５
人
の
客
が
本
棚
を
見
て
い
る
。 
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〇
学
園
一
番
街 

 
 

 

賑
わ
っ
て
い
る
商
店
街
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内 

 
 

 
三
橋
と
篠
塚
だ
け
に
な
っ
て
い
る
店
内
。 

 
 

 

嬉
し
そ
う
な
三
橋
。 

三
橋
「
こ
こ
最
近
で
一
番
売
れ
た
日
に
な
っ
た
よ
！
」 

篠
塚
「
ほ
ん
と
？ 

や
っ
ぱ
呼
び
込
み
っ
て
効
く
ん 

だ
ね
～
」 

三
橋
「
だ
ね
」 

篠
塚
「
こ
う
や
っ
て
続
け
て
行
け
ば
売
り
上
げ
に
繋 

 

が
っ
て
い
く
か
な
ぁ
」 

 
 

 

真
剣
な
表
情
で
店
内
を
見
渡
す
篠
塚
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
三
橋
。 

三
橋
「
実
は
俺
も
さ
も
う
少
し
何
か
出
来
な
い
か
っ 

て
考
え
て
イ
ン
ス
タ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
作
っ
て
み
た

ん
だ
」 

 
 

イ
ン
ス
タ
画
面
を
篠
塚
に
見
せ
る
三
橋
。 

 
 

画
面
を
じ
っ
と
見
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
本
当
だ
、
イ
ン
ス
タ
！ 

で
も
三
橋
さ
ん
ら 
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し
く
な
い
ね
。
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
？
」 

三
橋
「
蓮
く
ん
み
て
た
ら
俺
も
頑
張
ん
な
い
と
っ
て 

 

思
っ
た
ん
だ
」 

篠
塚
「
そ
っ
か
ー
！ 

三
橋
さ
ん
の
役
に
立
て
た
な 

ら
良
か
っ
た
よ
！
」 

 
 

 

に
っ
こ
り
と
笑
う
篠
塚
。 

篠
塚
「
今
日
の
分
も
さ
少
し
は
寿
命
に
繋
が
っ
た
？
」 

三
橋
「
う
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
」 

篠
塚
「
う
う
ん
！ 

俺
が
好
き
で
や
っ
て
る
だ
け
だ 

 

か
ら
気
に
し
な
い
で
よ
！
」 

三
橋
「
俺
も
イ
ン
ス
タ
の
更
新
頑
張
っ
て
み
る
よ
」 

 
 

 

笑
い
合
う
三
橋
と
篠
塚
。 

 
 

 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
に
置
い
て
あ
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の 

 
 

 

引
き
出
し
の
中
を
整
理
し
て
い
る
茜
音
。 

 
 

 

中
に
は
ア
ル
バ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
一
つ
手 

 
 

 

に
取
り
開
く
。 

茜
音
「
う
わ
、
懐
か
し
い
写
真
」 
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茜
音
と
三
橋
の
２
０
代
の
頃
の
写
真
が
貼
ら

れ
て
い
る
。 

 
 

 

写
真
の
下
に
は
『
文
芸
サ
ー
ク
ル
の
み
ん
な

で
』
の
コ
メ
ン
ト
。 

茜
音
「
最
近
全
然
本
読
ま
な
く
な
っ
た
な
ぁ
」 

 
 

 

三
橋
の
写
真
は
ど
れ
に
も
本
が
一
緒
に
映
っ

て
い
て
笑
み
が
零
れ
る
茜
音
。 

茜
音
「
亮
く
ん
は
、
ず
っ
と
変
わ
ん
な
い
な
ぁ
」 

 
 

 

玄
関
の
鍵
が
開
く
音
が
聞
こ
え
引
き
出
し
に

ア
ル
バ
ム
を
仕
舞
う
。 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
へ
入
っ
て
来
る
笑
顔
の
三
橋
。 

 
 

 

三
橋
を
不
思
議
そ
う
に
見
る
茜
音
。 

茜
音
「
ど
う
し
た
の
？ 

何
か
良
い
事
あ
っ
た
？
」 

三
橋
「
分
か
る
？ 

今
日
こ
こ
最
近
で
一
番
良
い
売 

 

り
上
げ
出
て
さ
～
」 

茜
音
「
へ
ぇ
、
良
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
」 

三
橋
「
蓮
く
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
さ
～
」 

 
 

 

首
を
傾
げ
る
茜
音
。 

茜
音
「
れ
ん
、
く
ん
？
」 

三
橋
「
う
ん
、
常
連
客
の
蓮
く
ん
」 
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茜
音
「
ん
？ 

え
、
お
じ
い
さ
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

三
橋
「
何
で
？ 

蓮
く
ん
は
高
３
だ
け
ど
？
」 

茜
音
「
は
？
」 

三
橋
「
あ
れ
言
っ
て
な
か
っ
た
っ
け
？
」 

茜
音
「
聞
い
た
事
な
い
し
、
常
連
と
か
い
う
か
ら
大 

 

人
だ
と
思
っ
て
た
の
よ
！
」 

三
橋
「
そ
れ
は
偏
見
だ
ろ
」 

茜
音
「
今
、
そ
ー
い
う
話
を
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
」 

 
 

 

茜
音
の
怒
声
に
ビ
ク
ッ
と
肩
が
揺
れ
る
三
橋
。 

茜
音
「
座
り
な
さ
い
」 

三
橋
「
は
、
は
い
」 

 
 

 

お
ず
お
ず
と
椅
子
に
腰
を
掛
け
る
三
橋
。 

 
 

 

目
の
前
に
座
る
呆
れ
顔
の
茜
音
。 

茜
音
「
今
ま
で
の
話
の
感
じ
だ
と
そ
の
子
、
平
日
も 

休
日
も
店
に
来
て
る
っ
て
事
よ
ね
？
」 

三
橋
「
う
、
う
ん
。
店
が
唯
一
の
居
場
所
だ
っ
て
言 

っ
て
て…

…

」 

茜
音
「
そ
の
子
の
事
情
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
高
３ 

 

っ
て
事
は
受
験
も
あ
る
は
ず
。
親
御
さ
ん
は
ど
う 

 

せ
知
ら
な
い
ん
で
し
ょ
？
」 
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小
さ
く
頷
く
三
橋
。 

大
き
な
た
め
息
を
つ
く
茜
音
。 

茜
音
「
あ
な
た
さ
、
そ
の
子
の
為
と
か
言
っ
て
る
け 

 
ど
さ
そ
の
子
の
気
持
ち
、
利
用
し
て
る
だ
け
じ
ゃ 

 

な
い
の
？
」 

三
橋
「
そ
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
」 

茜
音
「
あ
る
で
し
ょ
。
純
粋
な
気
持
ち
利
用
し
て
だ 

 

ら
だ
ら
先
延
ば
し
に
す
る
理
由
に
し
て
る
っ
て
」 

 
 

 

う
っ
と
言
葉
が
詰
ま
る
三
橋
。 

茜
音
「
分
か
っ
た
？ 

と
り
あ
え
ず
ち
ゃ
ん
と
蓮
く 

 

ん
と
話
す
事
。
訴
え
ら
れ
て
も
知
ら
な
い
よ
？
」 

 
 

 

呆
れ
顔
の
茜
音
。 

三
橋
「
ご
め
ん
、
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

項
垂
れ
る
三
橋
。 

茜
音
「
じ
ゃ
あ
、
私
は
寝
る
か
ら
」 

三
橋
「
お
や
す
み
」 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
を
出
て
行
く
茜
音
の
背
中
を
申
し

訳
な
さ
そ
う
に
見
つ
め
る
三
橋
。 

 
 

 
 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
（
朝
） 
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立
て
看
板
を
出
し
て
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り
出 

 
 

 

し
写
真
を
撮
る
浮
か
な
い
表
情
の
三
橋
。 

三
橋
「
と
り
あ
え
ず
投
稿
し
て
み
よ
う…

…

」 

 
 

 

イ
ン
ス
タ
を
開
く
。 

 
 

 
『
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
』
と
打
ち
込
む
。 

 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

棚
の
整
理
を
し
て
い
る
三
橋
。 

 
 

 

元
気
よ
く
店
へ
入
っ
て
来
る
篠
塚
。 

篠
塚
の
声
「
お
は
よ
ー
ご
ざ
い
ま
ー
す
」 

 
 

 

振
り
向
く
三
橋
。 

三
橋
「
蓮
く
ん
お
は
よ
う
」 

篠
塚
「
今
日
も
お
客
さ
ん
来
る
よ
う
に
頑
張
る
ね
！
」 

 
 

 

に
っ
こ
り
と
微
笑
む
篠
塚
。 

 
 

 

三
橋
は
真
剣
な
表
情
で
篠
塚
を
見
る
。 

三
橋
「
そ
の
前
に
ち
ょ
っ
と
話
し
て
お
き
た
い
事
が 

 

あ
っ
て…

…

」 

 
 

 

首
を
傾
げ
る
篠
塚
。 

 

〇
線
路
（
朝
） 
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走
っ
て
い
く
四
両
編
成
の
赤
い
電
車
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
三
橋
と
篠
塚
。 

 
 

 
浮
か
な
い
表
情
の
篠
塚
。 

篠
塚
「
そ
ん
な
事
本
当
に
気
に
し
な
く
て
良
い
の
に
」 

三
橋
「
そ
う
い
う
訳
に
も
い
か
な
い
ん
だ
よ
」 

篠
塚
「
親
は
さ
俺
に
無
関
心
だ
か
ら
帰
り
が
遅
く
て 

 

も
土
日
ず
っ
と
外
に
い
て
も
気
に
し
て
な
い
」 

三
橋
「…

…

そ
う
、
な
ん
だ
」 

篠
塚
「
う
ん
。
受
験
は
あ
る
し
大
学
受
け
る
け
ど
俺 

 

頭
良
い
か
ら
さ
別
に
今
か
ら
詰
め
な
く
て
も
平
気
」 

 
 

 

じ
っ
と
三
橋
を
見
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
友
達
だ
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
こ
し
か
俺
の
居 

 

場
所
は
な
い
ん
だ
」 

三
橋
「
蓮
く
ん…

…

」 

篠
塚
「
迷
惑
な
ら
来
る
の
や
め
る
け
ど…

…

」 

三
橋
「
迷
惑
じ
ゃ
な
い
よ
！ 

た
だ
心
配
な
だ
け
で
」 

篠
塚
「
俺
は
大
丈
夫
だ
よ
！
」 

 
 

 

立
ち
上
が
る
篠
塚
。 
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篠
塚
「
そ
ー
い
う
事
だ
か
ら
今
日
も
呼
び
込
み
す
る 

 

ね
っ
！
」 

 
 

 

満
面
の
笑
顔
の
篠
塚
。 

 
 

 

店
を
出
て
行
く
篠
塚
の
背
中
を
じ
っ
と
見
つ 

 
 

 
め
る
三
橋
。 

三
橋
「…

…
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

三
橋
も
立
ち
上
が
り
レ
ジ
を
開
け
る
。 

 
 

 

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
ス
マ
ホ
が
通
知
を
告
げ
る
。

ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
三
橋
。 

 
 

 

『
酒
井
』
か
ら
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。 

 
 

 

『
ま
だ
考
え
中
？
』 

 
 

 

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

 
 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
眺
め
俯
く
三
橋
。 

三
橋
「
う
ー
ん
」 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
で
横
に
な
っ
て
い
る
茜
音
。 

茜
音
「
ち
ゃ
ん
と
話
し
た
か
な
ぁ
」 

 
 

 

天
井
を
見
つ
め
る
茜
音
。 
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〇
み
つ
は
し
書
店
・
外 

 
 

 

楽
し
そ
う
に
呼
び
込
み
を
し
て
い
る
篠
塚
。 

 

〇
同
・
店
内 

 
 

 
三
人
の
客
が
本
棚
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 

一
人
の
男
性
が
文
庫
本
を
一
冊
買
っ
て
行
く
。 

 
 

 

レ
ジ
を
打
つ
三
橋
。 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～
」 

 
 

 
 

〇
同
・
外 

 
 

 

人
が
疎
ら
に
な
っ
て
い
る
商
店
街
。 

 

〇
同
・
店
内 

 
 

 

店
内
へ
入
っ
て
来
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
日
曜
な
の
に
人
少
な
い
ね
ぇ
」 

三
橋
「
う
ー
ん
、
イ
ン
ス
タ
も
あ
ん
ま
効
果
な
し
か
」 

篠
塚
「
本
屋
良
い
の
に
な
ぁ
」 

三
橋
「
蓮
く
ん
み
た
い
な
若
い
子
が
そ
う
言
っ
て
く 

 

れ
る
の
す
ご
く
嬉
し
い
よ
」 

篠
塚
「
俺
だ
け
が
思
っ
て
て
も
売
り
上
げ
に
繋
が
ら 
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な
い…

…

」 

 
 

 

泣
き
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
篠
塚
。 

 
 

 

三
橋
は
篠
塚
の
肩
に
手
を
置
く
。 

三
橋
「
蓮
く
ん
が
い
て
く
れ
て
す
ご
く
助
か
っ
て
る 

 

よ
。
あ
り
が
と
う
」 

篠
塚
「
三
橋
さ
ん…

…

」 

三
橋
「
ご
飯
に
し
よ
う
か
」 

 
 

 

頷
く
篠
塚
。 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
で
横
に
な
っ
て
い
る
茜
音
。 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
へ
入
っ
て
来
る
三
橋
。 

 
 

 

茜
音
は
起
き
上
が
り
三
橋
を
見
る
。 

茜
音
「
蓮
く
ん
に
話
し
た
？
」 

三
橋
「
話
し
た
、
け
ど…

…

」 

茜
音
「
け
ど
、
何
よ
？
」 

 

〇
ア
パ
ー
ト
・
外
観
（
夜
） 

 

〇
同
・
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 
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項
垂
れ
て
い
る
三
橋
と
呆
れ
顔
の
茜
音
。 

茜
音
「
は
ぁ
？ 

こ
の
期
に
及
ん
で
ま
だ
頑
張
り
た 

 

い
っ
て
あ
な
た
ア
ホ
な
の
？
」 

三
橋
「
分
か
っ
て
る
け
ど
！ 

で
も
、
イ
ン
ス
タ
も 

 

作
っ
た
ば
っ
か
だ
し
、
も
し
か
し
た
ら…

…

」 

茜
音
「
な
い
よ
。
早
く
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
や
る
っ
て
返 

 

事
し
な
さ
い
よ
。
他
に
行
か
れ
ち
ゃ
う
よ
？
」 

三
橋
「
後
一
週
間
だ
け
様
子
を
み
た
い
ん
だ
」 

 
 

 

真
剣
な
表
情
で
訴
え
る
三
橋
。 

茜
音
「
家
族
の
私
よ
り
他
人
の
気
持
ち
を
優
先
さ
せ 

 

 

る
の
ね
」 

 
 

 

大
き
な
た
め
息
を
つ
く
茜
音
。 

三
橋
「
ご
め
ん
、
店
の
事
に
関
し
て
は
ど
う
し
て
も 

 

譲
れ
な
い
ん
だ
」 

茜
音
「
そ
ん
な
に
店
が
大
事
？
」 

三
橋
「
大
事
だ
よ
。
だ
っ
て…

…

」 

茜
音

「
（

遮
っ
て
）
勝
手
に
す
れ
ば
！
」 

 
 

 

泣
き
そ
う
な
顔
で
リ
ビ
ン
グ
を
出
て
行
く
茜 

 
 

 

音
。
頭
を
抱
え
る
三
橋
。 

三
橋
「
ご
め
ん…

…

茜
音
。
一
週
間
だ
け
許
し
て
」 
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カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る
三
橋
。 

 

〇
学
園
一
番
街
（
夕
） 

 
 

 

壁
に
『
商
店
街
一
番
奥
に
書
店
あ
り
ま
す
』 

 
 

 
と
記
載
し
た
み
つ
は
し
書
店
の
案
内
ポ
ス
タ

ー
を
貼
る
制
服
姿
の
篠
塚
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 

一
人
の
若
い
男
性
客
が
棚
を
眺
め
て
い
る
。 

 
 

 
 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

棚
を
見
渡
し
て
う
ー
ん
と
唸
っ
て
い
る
三
橋
。 

 
 

 

明
る
い
表
紙
の
文
庫
本
を
手
前
の
棚
に
持
っ 

 
 

 

て
き
て
み
る
。 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
で
『
店
長
お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー
』 

 
 

 

と
紙
に
書
き
一
番
手
前
の
棚
の
壁
に
貼
る
。 

 

〇
同
・
外 

 
 

 

若
い
女
性
が
立
ち
止
ま
り
中
を
伺
う
が
過
ぎ 

 
 

 

去
っ
て
し
ま
う
。 
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〇
同
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
制
服
姿
の
篠
塚
。 

 

〇
同
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 
ス
マ
ホ
を
眺
め
て
い
る
三
橋
は
小
さ
く
た
め 

 
 

 

息
を
つ
く
。 

 
 

 

反
応
ゼ
ロ
の
イ
ン
ス
タ
画
面
。 

三
橋
「
宣
伝
っ
て
難
し
い
な
ぁ
」 

 
 

 

浮
か
な
い
表
情
の
篠
塚
。 

篠
塚
「
色
々
や
っ
て
み
て
も
変
わ
ん
な
い
ね
」 

三
橋
「
そ
う
だ
ね…

…

。
何
で
か
な
ぁ
」 

篠
塚
「
俺
に
友
達
が
い
れ
ば
な
ん
か
変
わ
っ
た
か
も 

 

し
れ
な
い
の
に
」 

三
橋
「
蓮
く
ん…
…

そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
ち
ゃ
っ 

 

て
ご
め
ん
ね
」 

 
 

 

首
を
振
る
篠
塚
。
俯
く
三
橋
。 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
は
『
４
月

』
。 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
天
井
を
ぼ
ん
や
り
と
見
つ 
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め
て
い
る
三
橋
。 

 

〇
同
・
外
（
朝
） 

桜
が
舞
っ
て
い
る
。 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
ラ
イ
ン
を
開
き
『
酒
井
』 

 
 

 

と
表
示
さ
れ
て
い
る
ト
ー
ク
画
面
に
文
字
を

打
ち
込
む
三
橋
。 

 
 

 

『
今
晩
会
え
る
？ 

話
し
た
い
事
が
あ
る
。
』 

 
 

 

既
読
マ
ー
ク
が
つ
き
Ｏ
Ｋ
の
ス
タ
ン
プ
が
お 

 
 

 

く
ら
れ
て
く
る
。 

 
 

 

無
言
で
リ
ビ
ン
グ
へ
入
っ
て
来
る
茜
音
。 

 
 

 

三
橋
は
ス
マ
ホ
を
置
き
茜
音
を
見
る
。 

三
橋
「
お
か
え
り
」 

茜
音
「…
…

」 

 
 

 

茜
音
は
三
橋
を
無
視
し
寝
室
へ
入
ろ
う
と
す 

 
 

 

る
。 

三
橋
「
今
日
、
陽
介
に
会
っ
て
来
る
よ
」 

茜
音
「…

…

そ
う
」 
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寝
室
へ
入
っ
て
行
く
茜
音
。 

 
 

 

小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
三
橋
。 

 

〇
一
橋
学
園
駅
北
口
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 
改
札
口
の
上
に
『
一
橋
学
園
駅
北
口
』
の
看

板
。 

 

〇
同
・
ホ
ー
ム
（
夜
） 

 
 

 

混
雑
し
て
い
る
ホ
ー
ム
。 

 
 

 

電
車
に
乗
り
込
む
三
橋
。 

 

〇
走
っ
て
い
る
電
車
・
車
内
（
夜
） 

 
 

 

混
雑
し
て
い
る
車
内
。 

 
 

 

ド
ア
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
三
橋
。 

 
 

 

車
内
を
見
渡
す
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
る
若
い
男
性
。 

 
 

 

パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
の
画
面
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
て
ス
マ
ホ
を
横
に
し
て
動 

 
 

 

画
を
見
て
い
る
女
性
。 

 
 

 

車
内
か
ら
視
線
を
反
ら
し
窓
の
外
を
見
る
。 
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〇
国
分
寺
駅
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 

Ｔ
・
国
分
寺
駅 

 

〇
同
・
セ
レ
オ
・
国
分
寺
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 
１
０
階
建
て
の
駅
ビ
ル
。 

 
 

 

ビ
ル
の
壁
に
『
セ
レ
オ
国
分
寺
』
の
文
字
。 

 

〇
同
・
１
階
・
カ
フ
ェ
・
シ
ク
ラ
メ
ン
・
外
観
（
夜
） 

 
 

 

入
口
の
上
に
『
カ
フ
ェ
・
シ
ク
ラ
メ
ン
』
の 

 
 

 

看
板
。 

 

〇
同
・
外
（
夜
） 

 
 

 

入
り
口
前
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
三
橋
。 

 
 

 

ス
マ
ホ
を
手
に
操
作
し
よ
う
と
す
る
三
橋
。 

 
 

 

エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
制
服
姿
の
酒
井
が
店
内 

 
 

 

か
ら
出
て
来
る
。 

 
 

 

三
橋
の
肩
を
ポ
ン
ッ
と
叩
く
酒
井
。 

酒
井
「
亮
～
」 

 
 

 

ビ
ク
ッ
と
肩
を
揺
ら
し
て
振
り
向
く
三
橋
。 

三
橋
「
う
わ
っ
び
っ
く
り
し
た
～
」 
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酒
井
「
ご
め
ん
ご
め
ん
、
来
て
く
れ
て
サ
ン
キ
ュ
ー
」 

三
橋
「
い
や
こ
っ
ち
こ
そ
急
に
ご
め
ん
」 

酒
井
「
大
丈
夫
～
お
前
に
コ
ー
ヒ
ー
淹
れ
た
ら
上
が 

 
ら
せ
て
も
ら
え
る
事
に
な
っ
て
る
か
ら
！
」 

三
橋
「
あ
り
が
と
」 

酒
井
「
特
別
席
用
意
し
て
あ
る
ぜ
～
」 

三
橋
「
何
か
恥
ず
か
し
い
な
」 

 
 

 

照
れ
臭
そ
う
な
三
橋
。 

 
 

 

嬉
し
そ
う
に
案
内
を
す
る
酒
井
。 

 

〇
同
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 

木
目
調
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
広
々
と
し
て
い
る

店
内
。
女
性
客
が
多
い
。 

 
 

 
 

〇
同
・
キ
ッ
チ
ン
・
中
（
夜
） 

 
 

 

酒
井
と
他
に
二
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。 

 
 

 

酒
井
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ 

 
 

 

始
め
る
。 

 
 

 

店
内
で
は
、
若
い
女
性
客
が
楽
し
そ
う
に
ス 

 
 

 

マ
ホ
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。 



 

37 
 

奥
の
テ
ー
ブ
ル
席
で
パ
ソ
コ
ン
作
業
を
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
い
る
。 

 
 

 

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
自
撮
り
を
し
て
い
た
り
と

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
。 

 
 

 
優
し
い
表
情
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
い
る
酒

井
。 

 
 

 

じ
っ
と
見
つ
め
る
三
橋
。 

 

〇
同
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
酒
井
が
三
橋
の
前
に
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
差
し
出
す
。 

酒
井
「
ど
う
ぞ
～
」 

 
 

 

受
け
取
る
三
橋
。 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
、
す
ご
い
良
い
匂
い
」 

酒
井
「
だ
ろ
？
」 

 
 

 

ニ
カ
ッ
と
笑
う
酒
井
。 

 
 

 

酒
井
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
も
う
一
つ
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
置
く
。 

 
 

 

エ
プ
ロ
ン
を
取
り
酒
井
は
キ
ッ
チ
ン
か
ら
出

て
来
る
。 
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三
橋
の
隣
に
腰
を
下
ろ
す
酒
井
。 

 
 

 

人
が
疎
ら
に
な
っ
て
き
て
い
る
店
内
。 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
三
橋
。 

三
橋
「
陽
介
の
コ
ー
ヒ
ー
は
や
っ
ぱ
美
味
し
い
な
」 

酒
井
「
ま
、
正
確
に
は
俺
の
じ
ゃ
な
い
け
ど
さ
～
」 

三
橋
「
で
も
本
当
に
他
の
店
と
違
う
気
が
す
る
。
素 

 

人
の
俺
で
も
分
か
る
よ
」 

酒
井
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る
三
橋
と
酒
井
。 

酒
井
「
そ
れ
で
話
っ
て
の
は
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
事 

 

だ
よ
な
？
」 

三
橋
「
う
ん
。
色
々
考
え
た
し
宣
伝
と
か
や
っ
て
み 

た
け
ど
や
っ
ぱ
り
上
手
く
い
か
な
く
て…

…

」 

酒
井
「
そ
っ
か
」 

三
橋
「
陽
介
と
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
や
る
の
も
良
い
な
っ 

 

て
思
い
始
め
た
ん
だ
」 

 
 

 

前
の
め
り
に
な
る
酒
井
。 

酒
井
「
じ
ゃ
あ
！
」 

三
橋
「
で
も
、
こ
こ
に
来
て
や
っ
ぱ
違
う
だ
ろ
っ
て 

 

な
っ
て
る
」 
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酒
井
「
は
ぁ
？
」 

三
橋
「
さ
っ
き
陽
介
が
コ
ー
ヒ
ー
淹
れ
て
る
姿
見
て 

 

さ
伝
わ
っ
て
き
た
ん
だ
よ
。
お
前
も
本
当
は
ブ
ッ 

 
ク
カ
フ
ェ
で
な
ん
て
満
足
で
き
な
い
だ
ろ
？
」 

 
 

 
じ
っ
と
酒
井
を
見
つ
め
る
三
橋
。 

 
 

 

は
っ
と
な
り
頭
を
抱
え
る
酒
井
。 

酒
井
「
あ
～
や
っ
ぱ
長
年
の
付
き
合
い
の
お
前
に
は 

 

わ
か
っ
ち
ま
う
か
～
」 

三
橋
「
分
か
る
よ
。
俺
も
妥
協
出
来
な
い
か
ら
。
だ 

 

か
ら
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
は
や
ら
な
い
」 

酒
井
「
そ
う
、
だ
な
」 

三
橋
「
お
互
い
に
本
当
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
よ
う
。 

 

綺
麗
事
っ
て
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
け
ど
さ
」 

 
 

 

ふ
っ
と
笑
う
三
橋
。
微
笑
む
酒
井
。 

酒
井
「
あ
ぁ
。
そ
の
方
が
絶
対
後
悔
し
な
い
よ
な
」 

三
橋
「
う
ん
、
後
悔
だ
け
は
し
た
く
な
い
」 

酒
井
「
で
も
茜
音
さ
ん
許
し
て
く
れ
る
の
か
？
」 

三
橋
「
今
の
店
の
ま
ま
閉
店
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
る 

 

る
。
そ
の
後
の
事
は
こ
れ
か
ら
考
え
る
け
ど
」 

酒
井
「…

…

そ
っ
か
。
な
ぁ
、
そ
れ
な
ら
さ
閉
店
イ 
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ベ
ン
ト
や
る
の
は
ど
う
だ
？
」 

三
橋
「
閉
店
イ
ベ
ン
ト
か
、
確
か
に
良
い
か
も
。
あ
、 

 

そ
れ
な
ら
さ
陽
介
も
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
？
」 

酒
井
「
え
？
」 

三
橋
「
こ
の
前
見
た
記
事
で
良
い
な
ー
っ
て
思
っ
た 

 

の
が
あ
っ
た
ん
だ
！
」 

 
 

 

笑
顔
の
三
橋
と
首
を
傾
げ
る
酒
井
。 

 
 〇

三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
で
向
き
合
っ
て
座
っ
て
い
る
三
橋 

 
 

 

と
茜
音
。
茜
音
は
呆
れ
顔
。 

茜
音
「
結
局
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
は
断
っ
た
の
ね
」 

三
橋
「
う
ん
、
お
互
い
に
本
当
に
や
り
た
い
事
じ
ゃ 

な
か
っ
た
ん
だ
」 

茜
音
「
そ
う
」 

三
橋
「
最
後
ま
で
今
の
み
つ
は
し
書
店
の
ま
ま
で
い 

い
。
だ
っ
て
、
あ
そ
こ
は…

…

」 

 
 

 

俯
く
三
橋
、
優
し
い
顔
に
な
る
茜
音
。 

茜
音
「…

…

私
た
ち
が
出
会
っ
た
場
所
だ
も
の
ね
。 

 

残
し
た
い
気
持
ち
は
分
か
る
よ
」 
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三
橋
「
覚
え
て
た
ん
だ
」 

茜
音
「
当
た
り
前
で
し
ょ
。
で
も
、
そ
ん
な
理
由
だ 

 

け
で
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
世
の
中
甘
く
な
い
」 

三
橋
「
分
か
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
次
の
土
曜
日
ま
で 

に
す
る
。
今
日
ち
ゃ
ん
と
閉
店
の
チ
ラ
シ
も
貼
る
」 

茜
音
「
そ
っ
か
」 

三
橋
「
た
だ
最
後
に
閉
店
イ
ベ
ン
ト
を
や
ら
せ
て
欲 

 

し
い
」 

茜
音
「
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

頭
を
下
げ
る
三
橋
。 

 
 

 
 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
（
朝
） 

 
 

 

『
み
つ
は
し
書
店
』
の
看
板
。 

 
 

 

カ
バ
ン
か
ら
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と
ガ
ム
テ
ー

プ
を
取
り
出
す
三
橋
。 

中
に
は
『
閉
店
の
お
知
ら
せ
』
の
紙
。 

 
 

 

紙
を
取
り
出
し
ド
ア
に
貼
る
。 

篠
塚
の
声
「
閉
店
、
す
る
ん
で
す
か…

…

」 

 
 

 

振
り
向
く
三
橋
。
泣
き
そ
う
な
表
情
の
篠
塚 
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が
茫
然
と
立
っ
て
い
る
。 

三
橋
「
う
ん
。
ご
め
ん
ね
。
で
も
ね
、
最
後
に
閉
店 

 

イ
ベ
ン
ト
す
る
か
ら
蓮
く
ん
に
も
手
伝
っ
て
も
ら 

 
え
た
ら
な
っ
て
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
」 

 
 

 
無
言
で
走
り
去
っ
て
し
ま
う
篠
塚
。 

三
橋
「
蓮
く
ん…

…

ご
め
ん
」 

 
 

 
 

〇
駅
前
の
道
（
朝
） 

 
 

 

桜
が
散
っ
て
い
る
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
店
内
（
朝
） 

 
 

文
学
作
品
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
、
学
術
書
な
ど

の
本
を
手
に
取
り
カ
ゴ
に
入
れ
て
行
く
三
橋
。 

 
 

 

空
の
棚
。 

入
り
口
に
置
い
て
あ
る
本
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
カ
ゴ
。

レ
ジ
台

の
上

に
は
値
札

。 
 

 
 

 

 

〇
同

・
外
（
夕
） 

 
 

 

折

り
た
た
み
式

の
台
車

が
置

い
て
あ

る

。 

 
 

 

ド

ア
を

ト

ン
ト

ン
と
叩

い
て

い
る
酒
井

。 
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〇
同
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

店
内
に
入
っ
て
来
る
酒
井
。 

酒
井
に
駆
け
寄
る
三
橋
。 

三
橋
「
陽
介
！
」 

酒
井
「
い
よ
い
よ
明
日
だ
な
」 

三
橋
「
う
ん
。
手
伝
い
助
か
る
よ
」 

 
 

 

笑
顔
の
三
橋
と
酒
井
。 

 

〇
学
園
一
番
街
（
夜
） 

 
 

 

ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
い
る
篠
塚
。 

 

〇
三
橋
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

ソ
フ
ァ
ー
に
寝
転
び
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い 

 
 

 

る
茜
音
。 

茜
音
「
う
ー
ん
」 

 
 

 

『
町
内
会
』
と
表
示
さ
れ
た
ト
ー
ク
画
面
。 

 
 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
打
ち
込
む
茜
音
。 

 
 

 

『
明
日
、
み
つ
は
し
書
店
が
閉
店
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
移
動
販
売
を
駅
前
の
公
園
で
行
う
の

で
よ
か
っ
た
ら
来
て
く
だ
さ
い
！
』 
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送
信
ボ
タ
ン
を
押
す
茜
音
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
（
朝
） 

 
 

 

入
口
前
で
立
ち
止
ま
り
深
呼
吸
を
す
る
篠
塚
。 

 
 

 
 

〇
同
・
店
内
（
朝
） 

 
 

 

篠
塚
に
気
づ
く
三
橋
。 

三
橋
「
蓮
く
ん
！
」 

 
 

 

手
を
振
る
が
篠
塚
は
視
線
を
反
ら
す
。 

 
 

 

じ
っ
と
篠
塚
を
見
て
い
る
酒
井
。 

酒
井
「
お
、
あ
の
子
が
例
の
高
校
生
？
」 

三
橋
「
う
ん
、
と
て
も
良
い
子
な
ん
だ
」 

酒
井
「
何
で
入
っ
て
こ
な
い
ん
だ
？
」 

三
橋
「
閉
店
の
道
選
ん
だ
か
ら
失
望
さ
せ
ち
ゃ
っ
た 

 

の
か
も
」 

 
 

 

俯
く
三
橋
。 

酒
井
「
で
も
来
て
る
っ
て
事
は
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ 

 

た
ん
だ
ろ
。
よ
し
、
俺
が
助
け
船
出
し
て
や
る
よ
」 

 
 

 

酒
井
は
ニ
ッ
と
笑
い
ド
ア
を
開
け
に
行
く
。 

 
 

 

顔
を
上
げ
る
三
橋
。 
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ビ
ク
ッ
と
肩
が
揺
れ
る
篠
塚
。 

 
 

 

篠
塚
の
前
に
立
つ
酒
井
。 

酒
井
「
ど
う
も
ー
酒
井
陽
介
で
ー
す
！
」 

篠
塚
「…

…

」 
酒
井
「
入
り
な
よ
～
亮
が
寂
し
が
っ
て
ん
ぞ
～
」 

 
 

 

お
ず
お
ず
と
店
内
へ
入
っ
て
来
る
篠
塚
。 

篠
塚
「…

…

三
橋
、
さ
ん
。
こ
の
前
は
無
視
し
て
す 

 

み
ま
せ
ん
で
し
た
！
」 

三
橋
「
う
う
ん
、
俺
の
方
こ
そ
閉
店
を
選
ん
で
ご
め 

 

ん
ね
」 

 
 

 

篠
塚
は
首
を
振
る
。 

篠
塚
「
俺
、
ポ
ス
タ
ー
作
っ
て
き
た
！
」 

三
橋
「
え
？
」 

篠
塚
「
や
っ
ぱ
り
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
の
は
嫌
で
、 

 

俺
に
出
来
る
事
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て
」 

 
 

 

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
取
り
出
し 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
置
く
篠
塚
。 

篠
塚
「
役
に
立
て
る
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
」 

三
橋
「
す
ご
く
助
か
る
よ
、
あ
り
が
と
う
！
」 

篠
塚
「
良
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
刷
っ
た
か
ら
あ
ち
こ 
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ち
に
貼
ろ
う
！
」 

 
 

 

笑
顔
で
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
め
る
三
橋
と
酒
井
。 

酒
井
「
す
げ
ぇ
上
手
い
じ
ゃ
ん
。
俺
が
店
出
す
時
に 

 
も
頼
も
う
か
な
～
」 

篠
塚
「
バ
イ
ト
代
く
れ
る
な
ら
作
り
ま
す
よ
」 

酒
井
「
何
？ 
俺
に
は
つ
れ
な
い
じ
ゃ
ん
」 

篠
塚
「
だ
っ
て
、
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
の
人
で
し
ょ
？
」 

酒
井
「
そ
の
話
は
と
っ
く
に
無
に
な
っ
て
る
し
～
」 

篠
塚
「
で
も
！
」 

三
橋
「
ま
あ
ま
あ
二
人
と
も
仲
よ
く
し
よ
う
！
」 

 
 

 

篠
塚
と
酒
井
を
宥
め
る
三
橋
。 

 
 

 

ふ
っ
と
笑
う
酒
井
。 

酒
井
「
喧
嘩
し
て
る
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
な
」 

篠
塚
「
そ
う
で
す
ね
」 

三
橋
「
じ
ゃ
あ
、
準
備
始
め
よ
う
か
」 

拳
を
突
き
合
わ
す
三
橋
、
篠
塚
、
酒
井
。 

篠
塚
は
ポ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
外
へ
出
て
行
く
。 

 
 

 
 

〇
学
園
一
番
街
（
朝
） 

 
 

 

商
店
街
の
壁
に
貼
ら
れ
て
い
る
『
み
つ
は
し 
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書
店
閉
店
イ
ベ
ン
ト
移
動
書
店
の
お
知
ら
せ
』 

の
ポ
ス
タ
ー
。 

チ
ラ
シ
配
り
を
し
て
い
る
篠
塚
。 

篠
塚
「
１
０
時
か
ら
駅
前
公
園
で
移
動
書
店
が
開
き

ま
す
！ 

コ
ー
ヒ
ー
も
あ
り
ま
す
よ
～
」 

チ
ラ
シ
に
は
酒
井
の
名
刺
も
ク
リ
ッ
プ
で
つ

い
て
い
る
。 

小
木
進
（
７
８
）
が
チ
ラ
シ
を
受
け
取
る
。 

 

〇
み
つ
は
し
書
店
・
外
（
朝
） 

台
車
に
本
を
積
み
終
え
る
三
橋
。 

三
橋
「
行
こ
う
か
」 

酒
井
「
お
う
！ 

最
高
の
一
日
に
し
よ
う
ぜ
」 

三
橋
「
う
ん
」 

店
内
の
電
気
を
消
し
て
鍵
を
閉
め
る
三
橋
。 

 
 

 

台
車
を
押
し
て
歩
き
出
す
三
橋
と
酒
井
。 

 

〇
学
園
駅
前
公
園
・
中
（
朝
） 

 
 

 

公
園
前
に
『
学
園
駅
前
公
園
』
と
刻
ま
れ
た 

 
 

 

石
銘
板
。 
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折
り
畳
み
式
の
机
に
本
を
並
べ
て
手
元
に
電

卓
と
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
を
置
い
て
い
る
三
橋
。 

 
 

 

隣
に
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
準
備
を
し

て
い
る
酒
井
。 

三
橋
「
よ
し
っ
準
備
は
完
了
」 

酒
井
「
後
は
客
が
来
る
か
だ
な
」 

三
橋
「
今
の
と
こ
ろ
は
来
そ
う
な
気
配
が
な
い
な
」 

 
 

 

辺
り
を
見
渡
す
三
橋
。 

篠
塚
の
声
「
駅
前
で
移
動
書
店
や
っ
て
ま
ー
す
！ 

 

つ
い
で
に
コ
ー
ヒ
ー
も
あ
り
ま
す
よ
～
」 

 
 

 

顔
を
見
合
わ
せ
る
三
橋
と
酒
井
。 

三
橋
「
俺
た
ち
も
頑
張
ん
な
い
と
だ
な
」 

酒
井
「
俺
の
コ
ー
ヒ
ー
は
つ
い
で
な
の
が
気
に
障
る 

 

が
仕
方
な
い
な
」 

 
 

 

ふ
っ
と
微
笑
む
酒
井
。
息
を
吸
い
吐
く
三
橋
。 

三
橋
「
み
つ
は
し
書
店
で
ー
す
！ 

閉
店
セ
ー
ル
な 

 

の
で
安
い
で
す
よ
！
」 

酒
井
「
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
も
い
か
が
で
す
か
～
無
料 

 

で
す
よ
～
！
」 

 
 

 

三
橋
と
酒
井
の
声
に
数
人
が
立
ち
止
ま
る
も 
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な
か
な
か
前
ま
で
来
な
い
。 

三
橋
「
う
ー
ん
」 

 
 

 

唸
っ
て
い
る
と
チ
ラ
シ
を
手
に
持
っ
た
小
木

が
近
づ
い
て
来
る
。 

小
木
「
移
動
書
店
か
良
い
ね
ぇ
」 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
立
ち
読
み
だ
け 

 

で
も
良
か
っ
た
ら
」 

酒
井
「
コ
ー
ヒ
ー
飲
め
る
よ
う
で
し
た
ら
お
淹
れ
し 

 

ま
す
よ
～
」 

小
木
「
是
非
淹
れ
て
欲
し
い
ね
」 

酒
井
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
～
」 

 
 

 

酒
井
が
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
始
め
る
。 

 
 

 

三
橋
を
見
る
小
木
。 

小
木
「
み
つ
は
し
書
店
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
」 

三
橋
「
は
い
」 

小
木
「
買
い
に
行
け
な
く
て
す
ま
な
い
ね
ぇ
」 

三
橋
「
い
え…

…

」 

小
木
「
ど
う
に
も
最
近
足
が
痛
く
て
、
な
か
な
か 

 

遠
く
ま
で
歩
け
な
い
ん
だ
よ
ね
ぇ
」 

三
橋
「
そ
う
、
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」 
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小
木
は
机
を
見
渡
し
一
冊
の
本
を
手
に
取
る
。 

小
木
「
お
ぉ
、
こ
の
本
は…

…

」 

三
橋
「
あ
ぁ
そ
の
本
ず
っ
と
棚
の
奥
で
眠
っ
て
い
た 

 
ん
で
す
よ
。
片
付
け
て
た
ら
出
て
来
て…

…

」 
小
木
「
ず
っ
と
探
し
て
い
た
本
な
ん
だ
」 

三
橋
「
ほ
ん
と
で
す
か
？
」 

小
木
「
あ
ぁ
、
出
会
え
て
良
か
っ
た
」 

 
 

 

小
木
は
笑
顔
で
お
金
を
払
い
本
と
コ
ー
ヒ
ー

を
受
け
取
り
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
す
。 

酒
井
「
良
か
っ
た
な
」 

三
橋
「
う
ん
」 

 
 

 

ベ
ン
チ
に
座
る
小
木
を
見
て
嬉
し
そ
う
に
笑 

 
 

 

う
三
橋
。 

 

〇
学
園
一
番
街 

 
 

 

チ
ラ
シ
配
り
を
し
て
い
る
篠
塚
。 

 

〇
学
園
駅
前
公
園
・
中 

 
 

 

 
 

 

数
人
の
客
が
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
。 

 
 

 

三
橋
は
辺
り
を
見
渡
し
て
小
さ
く
た
め
息
を 
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つ
く
。 

三
橋
「
結
局
こ
ん
な
も
の
な
の
か
な
」 

酒
井
「
ま
だ
昼
だ
し
こ
れ
か
ら
増
え
る
だ
ろ
」 

三
橋
「
だ
と
良
い
け
ど
」 

茜
音
の
声
「
亮
く
ー
ん
！
」 

 
 

 

は
っ
と
振
り
向
く
三
橋
。 

三
橋
「
茜
音
？
」 

 
 

 

茜
音
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
年
配
の
男
女
、 

 
 

 

３
０
代
、
４
０
代
く
ら
い
の
男
女
が
い
る
。 

三
橋
「
え
、
茜
音
？ 

そ
の
人
た
ち
は
？
」 

茜
音
「
町
内
会
の
方
々
！
」 

 
 

 

に
っ
こ
り
と
微
笑
む
茜
音
。 

三
橋
「
茜
音
、
あ
り
が
と
う
！
」 

茜
音
「
別
に
。
皆
さ
ん
が
興
味
あ
る
っ
て
言
う
か
ら 

 

連
れ
て
来
て
あ
げ
た
だ
け
よ
」 

三
橋
「
そ
れ
で
も
あ
り
が
と
う
！
」 

酒
井
「
あ
、
茜
音
さ
ん
！ 

茜
音
さ
ん
も
良
か
っ
た 

 

ら
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
で
く
だ
さ
い
！
」 

茜
音
「
じ
ゃ
あ
貰
お
う
か
な
」 
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酒
井
の
机
の
前
で
町
内
会
の
人
た
ち
に
接
客

を
し
て
い
る
三
橋
を
眺
め
て
い
る
茜
音
。 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
を
茜
音
に
手
渡
す
酒
井
。 

酒
井
「
亮
っ
て
本
の
話
し
て
る
時
が
一
番
輝
い
て
ま 

 

す
よ
ね
ぇ
」 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
を
受
け
取
り
ふ
っ
と
微
笑
む
茜
音
。 

 

茜
音
「
ほ
ん
と
に
ね
。
亮
く
ん
、
私
お
昼
買
っ
て
来 

 

る
ね
」 

三
橋
「
助
か
る
よ
」 

 
 

 

ひ
ら
ひ
ら
と
手
を
振
っ
て
公
園
を
出
て
行
く 

 
 

 

茜
音
。 

 
 

 

賑
わ
っ
て
い
る
公
園
。
篠
塚
が
入
っ
て
来
る
。 

篠
塚
「
す
ご
い
！ 

本
が
好
き
な
人
っ
て
こ
ん
な
に 

 

い
た
ん
だ…

…

」 

 
 

 

涙
目
に
な
り
な
が
ら
公
園
を
見
渡
し
て
い 

篠
塚
。 

酒
井
の
声
「
お
ー
い
、
蓮
く
ん
～
こ
っ
ち
手
伝
っ
て 

 

く
れ
！
」 

 
 

 

三
橋
と
酒
井
の
前
に
列
が
出
来
て
い
る
。 

篠
塚
「
今
行
く
！
」 
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篠
塚
は
本
の
在
庫
を
段
ボ
ー
ル
か
ら
取
り
出

し
手
伝
っ
て
い
る
。 

 
 

 

楽
し
そ
う
に
接
客
を
し
て
い
る
三
橋
。 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

 
 

 
ふ
ぅ
と
息
を
吐
く
三
橋
。 

酒
井
「
よ
う
や
く
列
が
引
い
た
な
」 

三
橋
「
今
の
内
に
お
昼
に
し
よ
う
か
」 

紙
袋
を
持
っ
て
公
園
へ
入
っ
て
来
る
茜
音
。 

茜
音
「
お
待
た
せ
～
」 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
」 

茜
音
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
あ
、
そ
の
子
が
噂
の 

 

蓮
く
ん
？
」 

篠
塚
「
は
い
、
篠
塚
蓮
で
す
。
亮
さ
ん
に
は
い
つ
も 

 

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」 

茜
音
「
こ
ち
ら
こ
そ
夫
と
仲
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り 

 

 

が
と
う
」 

 
 

 

に
っ
こ
り
と
微
笑
む
茜
音
。 

 

照
れ
臭
そ
う
な
篠
塚
。 

篠
塚
「
三
橋
さ
ん
、
俺
決
め
ま
し
た
」 

三
橋
「
ん
？
」 
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篠
塚
「
大
学
入
っ
た
ら
本
好
き
が
集
ま
る
サ
ー
ク
ル 

 

に
入
り
ま
す
！ 

後
、
本
屋
で
バ
イ
ト
し
ま
す
」 

三
橋
「
良
い
と
思
う
！
」 

篠
塚
「
で
も
、
三
橋
さ
ん
が
ま
た
ど
こ
か
で
本
屋
を 

 

や
る
な
ら
そ
の
時
は
三
橋
さ
ん
の
所
に
す
ぐ
に
行 

 

き
ま
す
」 

三
橋
「
あ
は
は
～
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

笑
い
合
う
三
橋
と
篠
塚
。
酒
井
は
手
を
叩
く
。 

酒
井
「
よ
し
、
い
つ
ま
た
混
む
か
分
か
ん
な
い
し
飯 

 

に
し
よ
う
ぜ
！ 

コ
ー
ヒ
ー
も
あ
る
ぞ
～
」 

移
動
書
店
の
机
の
前
に
折
り
畳
み
の
椅
子
を

並
べ
て
腰
を
下
ろ
す
三
橋
、
茜
音
、
篠
塚
、

酒
井
。 

孫
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。 

 
 

 

コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
読
書
好
き
の
グ
ル
ー
プ

が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。 

 
 

 

篠
塚
も
輪
に
加
わ
り
笑
顔
。 

 
 

 

そ
の
光
景
を
笑
顔
で
眺
め
て
い
る
三
橋
。 

三
橋
「
こ
の
景
色
が
見
た
か
っ
た
ん
だ
」 
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茜
音
「
え
？
」 

三
橋
「
大
学
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
み
た
い
だ
ろ
？
」 

 

茜
音
「
う
ん
」 

三
橋
「
あ
の
空
間
が
大
好
き
だ
っ
た
ん
だ
よ
」 

 
 

 
茜
音
「
う
ん
、
私
も
な
ん
か
懐
か
し
い
気
持
ち
」 

 
 

 

ふ
っ
と
微
笑
む
茜
音
。 

三
橋
「
俺
、
新
し
い
本
の
売
り
方
を
考
え
て
み
た
い
」 

 
 

 

真
剣
な
表
情
で
茜
音
に
訴
え
る
三
橋
。 

茜
音
「
亮
く
ん
は
そ
う
言
う
と
思
っ
た
よ
」 

三
橋
「
ご
め
ん
」 

茜
音
「
そ
の
代
わ
り
家
事
は
や
っ
て
よ
ね
？
」 

 
 

 

冗
談
ぽ
く
睨
む
茜
音
。 

三
橋
「
も
、
も
ち
ろ
ん
だ
よ
！ 

何
で
も
す
る
！
」 

茜
音
「
ま
、
仕
方
な
い
よ
ね
。
亮
く
ん
は
昔
か
ら
本 

 

が
一
番
な
ん
だ
か
ら
」 

三
橋
「
茜
音
の
事
も
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
る
よ
」 

茜
音
「
良
い
の
よ
本
が
一
番
で
。
そ
ー
い
う
亮
く
ん 

 

を
好
き
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
」 

三
橋
「
茜
音…

…

」 

茜
音
「
や
り
た
い
事
や
っ
た
ら
良
い
よ
。
私
も
看
護 
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師
の
仕
事
好
き
で
や
っ
て
る
し
ね
」 

三
橋
「
あ
り
が
と
う
、
茜
音
」 

 
 

 

茜
音
を
見
て
笑
う
三
橋
。 


